
放
射
性
物
質
含
む
汚
泥
再
生
品

工
場
、
昨
年
に
生
産
停
止
三重で会合

放
射
性
物
質
を
含
む
粘
土

状
の
埋
め
戻
し
材
「
フ
ェ
ロ

シ
ル
ト
」
が
、
愛
知
、
岐
阜

各
県
の
4
カ
所
で
利
用
さ

れ
、
一
部
が
不
適
正
に
野
積

み
さ
れ
た
問
題
で
1
6
日
、
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
の
東
海
3

県
な
ど
の
8
市
民
団
体
、
利
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用
を
推
進
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
と
し
て
認
定
し
た
三
重

県
、
製
造
企
業
に
よ
る
話
し

合
い
が
、
三
重
県
四
日
市
市

内
で
初
め
て
開
か
れ
た
。
こ

の
中
で
、
企
業
側
は
四
日
市

工
場
で
の
生
産
を
中
止
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
市

民
団
体
側
は
「
認
定
で
利
用

が
広
が
っ
た
。
三
重
県
に
は

責
任
が
あ
る
。
ま
ず
認
定
を

取
り
消
す
べ
き
だ
」
と
し
て

い
る
。フ

ェ
ロ
シ
ル
ト
利
用
業
者

に
対
し
、
愛
知
県
が
指
導
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
製
造
元

の
化
学
メ
ー
カ
ー
石
原
産
業

（
大
阪
市
）
の
安
藤
正
義
・

四
日
市
工
場
長
が
ま
ず
謝
罪

し
、
「
昨
年
1
2
月
か
ら
生
産

を
中
止
し
て
い
る
」
と
説

明
。
「
（
指
摘
さ
れ
る
放
射

線
の
）
問
題
が
解
決
す
る
ま

で
再
開
し
な
い
」
と
語
っ

た
。市

民
団
体
は
各
現
場
で
の

状
況
を
説
明
し
、
「
対
策
を

と
ろ
う
に
も
、
各
地
の
自
治

体
が
『
認
定
が
あ
っ
て
難
し

い
』
と
話
し
て
い
る
」
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、
三
重
県

に
認
定
の
経
緯
、
特
に
放
射

線
に
つ
い
て
の
協
議
内
容
の

説
明
を
求
め
た
。

三
重
県
は
、
石
原
産
業
の

申
請
か
ら
6
カ
月
を
経
て
認

定
し
た
こ
と
を
説
明
し
た

が
、
放
射
線
を
め
ぐ
る
協
議

に
つ
い
て
は
「
記
録
を
よ
く

調
べ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
」
と
し
、
認
定
の
取
り
消

し
に
つ
い
て
「
検
討
す
る
」

と
答
え
た
。

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
は
土
木
造

成
な
ど
に
使
う
埋
め
戻
し

材
。
酸
化
チ
タ
ン
の
製
造
で

出
る
放
射
性
物
質
を
含
む
汚

泥
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作

る
。
石
原
産
業
四
日
市
工
場

で
0
1
年
か
ら
約
4
5
万
ト
ン
が
製

造
さ
れ
た
。

愛
知
県
願
戸
市
や
瑞
浪

市
、
可
児
市
、
土
岐
市
で
利

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

開
帰
順
㌫
摘
錆
㌘
㌍
m
雛
削
㌣
莞
Ⅵ
加
翫
㌍
」
詣
謂
謂
鴇
検
警
■

者
会
合
が
十
六
日
、
三
重
県
毎
泥
を
使
っ
た
製
品
で
、
土
一
児
市
で
九
千
六
百
㌦
の
使
用
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「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
」
製
造
中
止

三
重
の
薯
県
内
住
民
ら
に
陳
謝

一
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

会
合
で
は
住
民
側
八
団
体

一
約
三
十
人
が
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト

示
降
雨
に
よ
っ
て
使
用
現
場

か
ら
流
出
し
て
い
る
点
を
報

盲
。
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
の
経

庵
、
危
険
性
の
認
識
な
ど
を

一
謂
れ
腑
鮎
醐
㌍
削


